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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express 5800 /R1lOb-1 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 



添付の DVD について （3 日2ページ） 

本体に添付の 「EXPRESS 巨 ULDER」DVD に収められているソフトウェアにつ 
いて紹介します。 


EXPRESSBUILDER (304 ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic (3 10ぺージ） 

シームレスセッ ト アップ 用 パラメータファイルを 作成する、 ソール 
「ExpressPicnic」 について説明します。 

本体用バンドルソフトウェア （323 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアじついて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア （33 目ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 
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添巧の DVD にごいて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD じは、本装置を容易にセットアップするためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用するこ 
とにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S の再 
インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用する機会びあります。また、 
装置障害時の保守作業においても使用されますので、なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



*1 コンソールレスで操作する場合。 COM ポートち使用可能。 



オプションの RAID コントローラ( N 81 03-1 09/115/11 6 A /1 1 7 A /1 1 8 A ) を利用 
して RAID システムの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭 
載されています。これらのユーティリティの操作方法については、オプショ 
ンの RAID コントローラに添付の説明書を参照してくださし、。 
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DVD 巧体読み込み機能のない管理 PC を使用したいとき 


EXPRESS 巨 ULDER は DVD にて提供してし^るため、 DVD 媒体読み込み機能のないコンピユー 
夕ではを種ソフトウェアのインス I-ールをすることができません。 DVD 媒体読み込み機能の 
ないクライアントマシンへソフトウエアをインス!-ールしたい場合は、次のような手順じて、 
いったん CD-R 等へコピーしてから使用してください。 


W-0 本手順は、クライアントへソフトウェアをインストールずる目的に限り、 CD 
け女分のみコピーすることびできます。 


1. 本装置など、 DVD 媒体が読み么める装置へ 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD をセッ 
卜する。 

2. オートランメニューが起動した場をは終了させる。 

3. ェクスプ□ーラから、 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されたじ(下のファイ 
ル-フオルダを八ードディスクドライブへコピーする。 

¥(ルートフオルダ）： version.xml を〕 ピー 

I 

1 

+— ¥014 

I 

I 

+一-- ¥ar_menu 下すベて 

1 

I 

+---- ¥docW 下すベて 

I 

I 

+ —— ¥winJU 下すベて 

4. 手順3にてコピーしたファイル-フオルダをそのままのフオルダ構造にて CD-R へ 
コピーす る。 

コピーするときは、ルート フオ ルダを一致させてください。 

己. CD-R への コピーが完了したら、手順3にてコピーした八ードディスクドライブ上 
のファイル-フオルタ'はすべて削除する。 

6. 手順4で作成した CD-R をクライアントマシンの光ディスクドライブへセットする。 

7. ェクスプ□ーラから、 CD 内のじ(下のファイルを実行する。 

¥01 4¥ar_menu¥autorun_menu.exe (32bit エディシヨンの場合） 

autorun_menu_x64.exe (64bit エディシヨンの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインス!ル、装置のメンテナンスなどをするためのソフ 
トウエアです。 EXPRESS 目 UILDER から 0 S をインストールする際には、インストール対象の 
八ードディスクドライブ（または RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続して 
セットアップしてください。 


各メニューの起動について 


EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、下 
のようなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os insta L Lation default . ① 

Tool menuCNormaL mode). ③ 

Tool menu ( Redi rec1 1 on mode). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると 、 Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されます。 


本ソフトウェアを巧用される巧合は、リまい】を适巧して資灼に同ましてくだみ 


MICROSOFT ® WINDOWS (& PREINSTALLATI 加 ENVIRONMENT 巧巧許諾契約吾 J 

重要 ム: rr の条件をな意してお読み下さい。 一 

あ使巧許諾幫約害下、本質巧きといいます）は、お客様と上記にをされたマイクロソフト 

舞^だ巧與 V " 補 ¥* お巧門がが載 fS 魏 i んお V 為 51 ' が 

います）との巧で巧結されるる的な契巧害です。大切に巧曹してください。 

本ソフトウェアには、コンビュータソフトウェアおよびそれに巧违する炼化、印刷物、オンラ 
インマニュアル、ちモ化されたマニュアルがをまれます。本ソフトウ I アとともに巧化される 

細蓋 Si 龍說もさ到董窜?許記契め害が就寸されてぃる場をには、別逸逊寸されてぃる^ 


1_いし1え I 
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[はしリをクリックすると、 EXPRESSBULDER トップメニューが表示されます。 


WEC EXPRESSBUILDER 

step 

■トップ 

トー 

吟 

にューろ 

- 若譜 

を法巧して、 r ホへ J ボタンを巧してくだか • 

庭や 0S をインストールする巧をは、 r シームレスセ•ホアッフをま巧する J を法巧してくだみ、* 

ネ了する巧合は、 rEXPRESSBUILDER を巧了する J を法巧してくだ化、 ♦ 


P シームレスセットアツフをま巧する 


广 Window ぶ OEM-Di* 巧巧がする 
广 Linu ぷドライバディスクをホ巧する 

广 LinuxRecoverY バーテイシヨンを作がする (Linux サーピスセット用） 
RAID の]ンフイヴレーシヨン巧巧をセーブ/ロードする 
广 EXPRESSBUILDER にドライバをロードする 



— "〇 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 3.0 を使用していま 
す。 

72時間継続して使用すると自動的に再起動されまずのでご注意ください。 
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このメニューから、 OS インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、ム(下のような機能を丰ックすることができます。 

a ) Windows 用 OEM - Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる OEM - Disk を作成します（導 
入編 ー マニュアルセ、ソトアップ参照）。 

b ) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインストール時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用ド 
ライバディスクは、シームレスセットアップの途中で作成することもできます。 

C ) Linux Recovery パーティションを作成する (Linux サービスセット用） 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスク のに 0 フォーマッ 
トイメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモ 
ジュールが格納されます 。 Linux Recovery パーティションは、目 TO (工場組み 
込み化荷)時の八ードディスクドライブ内に予め作成(サイズは約 5 GB ) されて 
いますが、 RAID 再構築などでパーティションを新規作成する場合は 、 Linux 
Recovery パーティションの作成が必要になります。なお 、 Linux Recovery パー 
ティションはシームレスセッ トアップの途中で作成することもできます。 

^ 八ードディスクの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識されている 

区エック I 状態で Linux Recovery パーテイシヨンを作成してください。 


Linux サービスセットについて 

rUnux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューシヨン)とサポートサー 
ビスなどを組み合わせ、 エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお 
使いいただけるようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシス 
テム管理者の負荷軽減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供し 
ています。 

- 設定時や障害時の問題解まを支援するサポートサービス 

- 導入時の作業時闇を大幅に削減する巨 TO インス I -ール化荷 

- 出)荷対象のすべての 0 S • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、 
安ムして運用していただける環境を提供 

- 製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップ 
デート手順を提供 

- 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細じついては、下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

d ) RAID のコンフィグレーシヨン情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コント□ーラ上の RAID コンフィグレーシヨン情報を保存したり、復元し 
たりすることができます。 

e ) EXPRESS 巨 UILDER じドライバを□ー ドする 

通常は使用しません。オプシヨン製品を追力□した場合に使用するときがありま 
す（導入編一応用セットアップ参照）。 
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② fool menu (Normal mode ) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



保守/設定用のユ^^リティです。 P - ご A J 

— Maintenance Utility ではシステム巧巧の表お、官巧、 p 定などを巧います/^ 

- BIOS/FW Updating では胡 OS やを巧ファームウェア(ザち巧を斤います。^ 

- ROM-DOS Startup FD では ROM—DOS を起動でき夕 7 ロッビーディスクをかぶします。 
-Test and diagnos り cs では装置の試験和診巧が#ます。 

-System Manage me nt では日 MC 巧巧の表を、 E 定などを斤います。（日 MC ヴポート時のみ) 


このメニューから、じ(下のような保守/設定用の機能を羊、ソクすることができます。 
を機能の詳細については、運用-保守編の保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム目 lOS をアップデートします。 

C ) R 0 M - D 0 S Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 

③ Tool menu (Redirection mode ) 

本項目は、目 lOS 〕 ンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 


リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
区エック] ください。 



このメニューから丰ックできる機能は、②のメニューからキックできるものと同等 
です。 
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才ートランで起動ずるメニ 


Windows が動作しているコンピュータ上で添付の 「 EXPRE ^ BUILDER 」 DVD をセツトすると、 
オートラン機能じより自動的にメニューが起動します。 




セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ような場合は、いったんドライブから 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をイジェク 
卜し、再度セットしてくださし、。また、メニューを再表示させたいときは、エ 
クス プローラから 「マイコンピュータ」を還択し、 「 EXPRESSBUILDER」DVD 
をセットした光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインス I -ールやオンラ 
インド羊ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズな製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システムなのインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウじ表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行してください。 


^ 「EXPRESSBULDERJDVD を光ディスクドライブか6取り出す前(こ、メニュ ー 
民ェック I およびメニューから起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させ 
ておいてください。 
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ドライバディスク ( Linux 向け)の作成 

W 下の手順で、オートランで起動するメニューからドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
ことができます。 

1.1.44 MB フォーマツト済みの 3.5 型空きフ□ツピーディスクを1枚用意する。 

2. オペレーティングシステムを起動する。 

3. 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライブにセツトする。 

メニューが起動します。 

4. [ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する]をクリックし、デイストリビューシヨ 
ンを選択する。 



EXPRESSBUILDER 


Menu items 


〇ドキュメントを読む 

0 Windows をセットアップする 
ごドライバディスク ( WindGVVs 向け>を作成する 

1 Red Hat Enterprise Linux 5.4 Server Cx86) | 

夕， V-l 卜 At マ ホヤ、、 , トマ '、, -f す J Red Hat Enterprise Linux 5.4 Server (EM64T) | 

'三:メ ニ ュ—を巧じ 




右クリックで現れるメニューでも同様の操作ができます。 


己.メッセージに従ってフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブにセット 
し、[日 K ] をクリックする。 

手順4で選択したディストリビューシヨン用のドライバディスクが作成されます。作 
ぶしたドライバディスクはライトプ□テクトをかけて、ラベルを貼って大切に保管 
してください。 














310 ExpressPicnic 


ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESS 巨 UILDER のシームレスセットアップで使用する「パラメー 
タファイル」 を作成するツールです。 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したパラメータフ ァイ ルを使ってセッ ト アップ 
をすると、いくつかの確認のための车一入力を除き 0S のインス I -ールから各種ユーティリ 
ティのインストールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前 
回と同じ設をでインストールすることができます。「パラメータファイル」を作成して、 
EXPRESSBUILDER からセットアップすることをお勤めします。 


»rO 

Windows Server 2008 R2、Windows Server 2008、 Windows 
Server 2003 R2 用の「パラメータフアイル」のみ作成できます。 Windows 
Server 2003 x 目4 Editions 用/ Linux 用のパラメータフ アイ ルは作成でき 
ません。 


「パラメータファイル」がなくてもシームレスセットアップは可能です。また、 
「パラメータフアイルの入った FD 」 は、 EXPRESSBUILDER を使ったセットアッ 
プの途中で作成または修正することもできます。 

✓ 

1チ; L ック1 

パラメータファイルを使用するセットアップは、フ □、ソ ピーディスクに保をさ 
れたパラメータファイルのみサポートしています。 

円 ash FDD に保ちしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
ません。 
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パラメータフアイルの作ぶ 


0 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「パラメータファイル」を作 
成します。じ(下の手順に従ってください。 


，■〇 パラメータファイルの作成中は、絶細こ 「EXPRESSBUILDER」DVD をドラ 

イブか5取り出さないでください。 



• ExpressPicnic は PC 98 -NX シリーズ- PC -9800 シリーズ- PC - AT 互換機 
で動作します。 

• ExpressPicnic は々の OS 上で動作します。 

— Windows Server 2008 R 2 (フルインストール） 

(ユーザ アカウント 制御 ( UAC ) は無効にしてください） 

- Windows Server 2008 (フルインストール） 

(ユーザ アカウント 制御 ( UAC ) は無効にしてください） 

— Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003 
- Windows 7 (ユーザアカウント制御 ( UAC ) は無効にしてくださ 

い） 

— Windows Vista 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてくださし、） 

— Windows XP x 64 Edition , Windows XP 


1. 日 S を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

3. Menu items から [ T 1 lOb / Rl 1日 b -1] をクリックする。 


EXPRESSBUILDER 


NEC 


Menu items 



/R110b-1 /R110C-1 


EXPRESSBUILDER 


(わ/トアツブ巧象のモテル t a 执してください） 


ころメニューを閉じる 


起 


ご使用の環境によっては表示されない場合があります。 
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4. 画面上でちクリックするか、 [ Windows をセツトアップする]を左クリックする。 



日. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 



ExpressPicnic が起動します。 
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6. パラメータの□ー ド画面が表示されたら、[パラメータを□ー ドしない]のチェック 
ボックスがオンになっていることを確認し[次へ]をクリックする。 



7. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディシヨン)をインス I -- ルする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインス I -ールする]を選択し、[次へ]をクリックしてください。 

wet EXPRESSBUILDER 


step ] 满す ir の 《 1 |ホ 

インストールする〇巧进巧してください。 

r 上拓 W かの OS をインストールする J ぞ进巧すると、 RA のが装のみ実化してが了します。 

••• おしく RAID ^ 巧察し、 Wm < Jo ^ ぉ fver 2008 (3： biO ぞインストールする巧含は、「上き己じけ！'の OS をインストールする」を 
进巧し、 L 1ったん RAID 巧寅をち了したな、再度 r シームレスたットアップ J 趕 I 成してください。 


口 \Vindo の (3 三 bit エディション巧インストールする 
广 Wind がが撕正ディション巧インストールする 


广上記 U ホの OS をインストールする 


•る〇 


0* へ 


8. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってか 
ら[次へ]をクリックしてください。 
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W"0 ExpressPicnic では、[接続されている全物理デバイスの台数]は RAID コン 
卜□ーラびサポートしている上限値になっています。 r 論理ドライブを作成す 
る物理デバイスの台数」と「ホットスペアに指定される物理デバイスの台数」 
の台計が、 r 対象装置に接続されている全物理デバイスの台数」を超えないよ 
うに注意してください。 



論理ドライブの作成には、同型番の論理デバイスしか使用できません。 


9. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディションおよび、イ 
ンストールの種類(フルインストール/ ServerCore インス I -- ル)を選択後、設を内容 
を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008の場合] 



[Windows Server 2003 R2 の場合] 
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• Windows Server 2003 R2 でヴービスパックを適用する場合は、 
シームレスセットアップ完了後、 Windows Server 2003 R2 DISC 
2を適用してか5「システムのアップデート」にてサービスパックを適 
用して < ださい。 

• パーティションサイズについて 

- OS をインスIルするパーティションは、必要最小限 ly 上のサイ 
ズを指定してください（己6ページ、87ページ参照)。 

- 接続されている八ードディスク上の容量は指定しないでくださ 
い。 

— RAID 構成で2,097，1 44MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん /。 

• 「Windows システムドライブの設定」で「新規に作成ずる」を還択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでごま意ください。 

参 Windows Server 2008 R2 をご使用の場合、 「Windows システムド 
ライブの設定」で r 既存のパーティションを使用する」を選択ずると、 
ブートパーティション(存在する場合)、 Windows パーティションの情 
報は フォー マットされ、ずべてなくなりまず。それ m がのパーティショ 
ンの情報は保持されまず。下図は、情報が削除されるパーティションを 
示しています。 


ブーり K ーテイシヨン 

Windows ノ くーテイシヨン 

ユ—ザデータパ—テイシヨン 

削除 

削除 

保持 


• Windows Server 2008または Windows Server 2003 R2 をご使 
用の場台、 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティ 
シヨンを使用する」を選択すると、最初のパーティシヨンの情報は 
フオーマットされ、すべてなくなります。それ似がのパーティシヨンの 
情報は保持されます。下図は、情報び削除されるパーテイシヨンを示し 
ています。 


第1ノくーテイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティシヨンを残したまま再インスIルすることはできませ 
ん。 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーテイシヨン 
を使用する」を選択しないでください。 
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10. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。ユーザ情報を入力して[次へ]をクリック 
してください。 


[Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008の場含] 

EXPRESSBUILDER 


NEC 


Step I を 平, ♦ f のを, • P の3"* J 織" •曲な 巧 ■►■選を 


ユーザー欄などのき本設定を入力してください。 


- 女る!ま、15ダを lU 下で設定してください<化のコンピュータる、ドタイン/ 
る/を社さは、503 m ： rR 全ちでは:5文ず)で設定してください。 

，じュ协 J 、•スワードは巧:宇 1 U 上泮巧が上で、数宇巧六文す巧小义ぞ記^ 


一さる、ド y イン/つークグルーブをとのまなはす巧ん 

ザれ扫りつ W 上を含めて設定してください。 


jWminhtntOT パスワードの確忍 : [ 


—(A 力ぶ渐 
(入力ぶ漏 


•る心 巧)次へ 


Otop- 


[Windows Server 2003 R 2 の場合] 



• Windows Server 2003 R2 の場台、コンピユータ名および使用者名 
の入力は必須です。 

• Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008の場合、 ] ン 
ピユータ名および、次の条件を満たす Administrator パスワードの入 
力は必須です。 

- 6文字 m 上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ ly 上を含む 



参 パラメータファイルを口ードした場合や、 Step6 じ(降の画面から steps に 
画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」および 「Administrator パ 
スワードの確認」に値を設をしていない場合でも「参参参参参参」が表 
示されます。 

• Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008の場合、使用者名は 
「Administrator」 固定:です。 
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11. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ〇トコルの設定]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 




NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step I 猫平 ,, ♦ |os の节 "4 ■ も * r3"* I 鑑著 " ♦ I な 巡み "* 


ネットワークブロトコルの設定を m はす。 

巧アドレスを指定する巧をは、「カスタム設赶ぞ透巧し、「註を田設定」ボタンを巧してください。 
ネットワークの設ミぞ巧わない巧合は、 r 宿準設定 J ぞ进巧し、じ欠へ」ポタンを;甲してください。 


—-0 づーネットフロトコル2 
-インターネットブロトコル3 
—インターネットブロトコル4 
インターネットブロトコル5 


• 4 巧 巧*へ 


©デ 


フ矛ルトへ戻す 



カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


12. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力日ドメイン-ワークグループの指定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、 
必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I 鋼 I If 8"^ I 器 ♦ 卜 •お 

区な達结怠卷無アを吗きた§1話 So 辯盛もさしもへ J ポタンを巧してくださぃ。 



興る〇 0次へ Otop へ <3デフォルトへ•す 
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13. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2( フルインストール)/ 

Windows Server 2日日8(フルインストール)の場ち] 



[Windows Server 2008 R2(Server€ore インストール)/ 
Windows Server 2日日 8(Server€ore インストール)の場合] 

wel expressbuilder 


—. 1参かド > イン Hi コンポー I fi アプリケ— ■パラメータ 

step J 端7, I が。" 《►! おか*卜 W 



*«〇 巧*へ 


OtoP '^ <3デ7：( 
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[Windows Server 2003 R2 の場合] 
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14. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2( フルインストール)/ 

Windows Server 2日日8(フルインストール)の場を] 



[Windows Server 2008 R2(Serve「Core インストール)/ 
Windows Server 2日日 8(Serve「Core インストール)の場合] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step ] 魏 Lf ," J ! 謁' 1 1 露る1 , ♦■嘴 


インストールするアブリケーンヨンを进巧してください。 

- ESMPRO だ erverA 巧 W のインスト叫リコま、苗るネットワークを巧ブロトコル (SNMP) の設定びと犀です。 

• エクスプレス戚於ービスま、 ESMPRO だが巧 rAg 加をインストールする場合のみ进巧できます。 

•EXP 班 SSB 饥 LDE 田こ含まれていなし、ディスクドライ J 巧巧巧する巧含は、な客を i 己巧装き用 0EM-D 姑の捆用 J ぞ进祈してがさ U 
-「胤)0アブリケーンヨンのインスト'-ル」につしのま、 r ユ—ザーズガイド J をを賜してくださ U 


适加巧おなアブリケ—シ3ン 

进巧されたアブリケーシ a ン 

穴な量記.巧装 S 脱 EM-Disk の巧用 

胤0アブリケ-シ3ンのインストール 

ESM 昨0巧が verAsent 
ェクスブレス斌反サービス 

胤0み J 

ェクスブレス斌 Rtr— ビス (HnPS) 

Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 20 的 SP1 再絹お巧能/すッケージ (x86) 

が刖除 J 


，る巧 〇な〜 Otdp へ 

J デフナルトへ»す 


[Windows Server 2003 R2 の場合] 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


■参化"む III コンポ - r ■アプリ ケ ■バ ラメータ 

step J 説巧… IJ おで I " I ■器う今卜 すり 


加の通用 J ぞ涯おしてな巧い。 


漏新な! 


巧化巧化なアブリケーン3ン 
—紐 mOEM-Disk の巧巧 

，ケーン3ンのインストール 


•る巧 〇次へ 


風0かI 

«wm I 


OtOPa 


巧巧さがこァこ 
化 erverAgent 


ESMPRO^ServerAgen 
エクスブレス巧巧サ、 

エクスブレス巧がヴ、 . 

NEC石^6のお巧ろせ 
Universal RAID Utity 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 再捕ホ巧傲、•ッケー 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒お可能 J ッケージ (x86) 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、 「 h け p :// www . nec . co . jp / expicnic / 」の [ FAQ ]- シリーズを 
還択-が応するバージョンの厘哥を還が-[追加アプリケーションのイン 
ストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ(下のエディションを還 
択した場合にのみ、表示されます。 

- Windows Server 2008 R 2 S ね ndard (フルインストール）（日 
本語） 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition ( 日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[還がされたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を 
選択し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション] 

に移動していることを確認してください。シームレスセットアッ 
プ後、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールす 
る場合は「システムのアップデート」でインストールしてくださ 

い。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」」 （332 ぺージ)」をご寶 
ください0 


15. パラメータをセーブする。 


[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

r パラメータをセーブする」を選択し、フォーマツト済みフ□、ソピーディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックし 
ます。 


NEC 


レ忙 1x1 


EXPRESSBUILDER 


step , II 親卜 I 該ち,,< ] 露を" が扮 

い彷一さぞむーブする J ぞ进; RU ,巧メータファイルの,なぞ入力してくだみ、。 

) '•ラ方一说じーブしなし、巧合は、。、•ラメータをたーブしなし U ぞ還おしてくださし、 

广バラ;トタぞたづしない 

>巧 y - 如トブする r ザ苗 I 


•る〇 


0* へ 


ご ) TOP へ 


パラメータファイルのパス、およびファイルを(こ日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 
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16. フ□ッピーディスクに保存する。 



「パラメータファイルの入った FD 」が作成できました。 

[はい]をクリックし、パラメータファイルの作成を終了してください。 




• 既存の情報ファイル（パラメータファイル）を修正する場合は、[パラ 
メータの口ード]画面で、パラメータを口ードするをクリックしてくださ 
し、。ヘルプを参照して情報ファイルを修正してください。 

• 途中で終了する場合は、画面右上の[因]をクリックしてくださし、。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に説 
明します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent ( Windows 版) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD 内のオンラ 
インドキュメント r ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨン 
ガイド」に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|3前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
要した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manageiigi | で新しく設をしたコミュニティをと同じを 
前を入力します。 
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インストール 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインストールは添付の fEXPRESSBULDERJ DVD 
を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アをセットアップする]-作 SMPRO ] - [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリックして 
ください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。 


WcC EXPRESSBUILDER 

Menu items 

ドキュメントを說む 
六 Windows をセットアップする 
ドライバディスクを作成する 

J ^ソフトウェアをセットアップする i I 



Administrator 権限を持つユーザで□グオンしてくださし、。 


ネットワーク上の光ディスクドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないで<ださい。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO/ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセー 
ジが表示されます。 


ESMPRO/ServerAgent が既にインストールされています。 


夫 ッセージに従って処理してくださし、。 
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インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを磕認してく ださい。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインス I -ールし直してください。 


ESMPRO/ServerAgent (Linux 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）は本装置にインス I — ルするサーバ監視用アプリケーシヨ 
ンです。 EXPRESS 目 ULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I — ルすることがで 
きます。個別にインストールする場合には、本体装置に添がされている「インストレーシヨン 
ガイド」を参照し、 ESMPRO / ServerAgent をインストールしてください。 


ESMPRO/ServerAgent Extension 


ESMPRO/ServerAgent Extension は本装置にインストールするリモート管理用ソフトウェ 
アです。 

ESMPRO/ServerAgent Extension の機能やインストール方まについての詳細は EXPRESS 
巨 ULDER 内の「インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


ExpressUpdate Agent 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行うことができます。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「[ A ] T 、 自動的にダウ□-ドした装置の更新パ、ソケージを、シス 
テムを停止せずに簡単に適用できます。 

ExpressUpdate Agent の機能やインス I — ル方まについての詳細は EXPRESS 巨 ULDER 内の 
r インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


W"0 ExpressUpdate に未対応のファームウェアまたはソフトウェアの更新パッ 
ケージび提供される事びありまず。これ5の更新パッケージの適用に関しては 
杉下のページに掲載しています。 

NEC コーポレートサイト (http://www.nec.co.jp/) 

[サポート • タウン□—ド]— [PC サーパ'/ブレードサーパ'] 
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Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、 JU 下の RAID コント□ーラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 

• オンボードの RAID〕 ント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

• N 8103 -109 RAID コント日ーラ （128MB，RAID 0/1/5/6) 

• N 8103 -115 RAID コント日ーラ (512MB，RAID 0/1/5/6) 

• N 8103 -116A RAID コント日ーラ （128MB，RAID 0/1) 

• N 8103 -117A RAID コント日ーラ （128MB，RAID 0/1/5/6) 

• N 8103 -118A RAID コント日ーラに 56MB，RAID 0/1/5/6) 


Universal RAID Utility のインストールおよび操作方ま、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER に収録している Universal RAID Utility のユーザーズガイドを参照してく 
ださい。 

なお、 Universal RAID Utility のユーザーズガイドに記載されている Universal RAID Utility の 
動作環境(オペレーティングシステムなど)が、本ユーザーズガイドの動作環境と異なる場合 
があります。この場合は、本ユーザーズガイドに記載の動作環境を参照してください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインスI-ールされている場合 
があります。 


シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 「EXPRESSBUILDER」DVD に!]又重录してし^る「シームレスセット 
アップ」を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするア 
プリケーシヨンの選択で、 [Universal RAID Utility] を選択してください。 


Universal RAID U 川 ity のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

• Windows の場合 

[才ートランメニュー]で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できます。 
けートランメニュ ー] で[ソフトウエアをセットアップする]、 [Universal RAID Utility] 
をクリ 、ソク します。 

なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが必要です。 

— Microsoft .NET Framework 2.0 JU 上 
— Microsoft .NET Framework 2.0 JU 上の日本語 Language Pack 
- Microsoft Visual C++ 2005 SP1 ライブラリ 


この 3 つのソフトウエアは、[オートランメニュー ] でインスI-ールできます。 
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[Microsoft .NET Framework 2 .0] と [Microsoft .NET Framework 2.0日本語 Language 
Pack ] をインス!ルするには、けートランメニユ ー] で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ve 「2.0 再配布可能パ、ソケージ ( x 64) のインストール])をクリ、ソクしま 
す。 


[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、けートランメニユー]で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール] ( CPU アー羊テク 
チヤに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 



参 Microsoft .NET Framework 

RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NETFramework 
Version 2 加： i 上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista 、 
Windows 7 は、オペレーティングシステムに .N ET Framework 2.0 じ(上を 
含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合 、. NET 
Framework をインストールする必要はありません。 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント 

RAID ビューアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラ 
リのランタイムコンポーネントが必要です。 

Windows Server 2008 R 2 、Windows 7は、オペレーティングシステムに 
Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネント 
を含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合、 
Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネント 
をインストールする必要はありません。 


• Linux の場合 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セツトアツ 
ププ□グラムを直接実行します。インス!ルイメージは、 EXPRESS 目 ULDER の W 下 
のディレクトリじ収録しています。 

/888/ lnx / pp/uraidutl 


目 BB の部分は、 EXPRESSBULDER 媒体番号 


5. AA - 巨 BB.CC 
の巨巨巨と同じ値です。 


ESMPRO/ServerManager による管理 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「 Ver . 5.2 JU 峰」を使用すると、 ESMPRO / ServerManage ^' 
Universal RAID Utility が管理する RAID システムの参照や監視、オペレーション実行などを行 
无ます。 

なお、 「 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 J ： i 降」で RAID システムを管理するコンピュータ 
のオペレーテイングシステムは、 Windows のみサポートします。 ESMPRO/ServerManager 
の動作環境や操作方法などについては、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の操作説明を参照してく 
ださい。 
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イージーコンフィグレーション機能 

Universal RAID Utility の「イージーコンフイグレーシヨン」機能は 、 LSI Embedded 
MegaRAIDTM では使用できません。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

八ードディスクドライブ3台で RAID 6 (データ X 1+ パリティ X 2) の論理ドライブを作成する 
には、 WebBIOS を使用してください。 

Universal RAID Utility を使用しての作成はできません。 
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I クスプレス通報サ - ビス / エクスプレス通報サ - ビス (HTTPS) 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) に登録することじより、シス 
テムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自 
動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) を有効にするには、じ(下の契 
約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
ヴービス ( HTTPS ) の契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サー 
ビス ( HTTPS ) のみの契約がお済みでないと、エクスプレス通報サービス/エクスプレス通 
報サービス ( HTTPS ) はご利用できません。契約内容の詳細については、お買い求めの販 
売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 CD 

契約後送がされる通報開局 CD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 CD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) のセットアップについては、 
r オンラインド羊ュメント」を参照してください。 
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装置情報収集ユーテイリテイ 


装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウエアです。保守時や障害時 
などにサーバのを種情報を採取することができます 。 rEXPRESSBUILDERJ DVD からインス 
I -ールすることができます。 


^ 本ユーティリティのサポート対象 0 S は次の通りです。 

反エック I — Windows Server 2003 

— Windows Server 2003 x64 Editions 

- Windows Server 2008 


インストール 

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。 

1. 日 S が起動した後、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブに挿入す 
る。 

2. Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアをセットアップする]-[装置 
情報収集ユーティリティ]の順にクリックする。 

本ユーティリティのインス I —ルを開始します。 

W 降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 
(デフオルトでは、システムドライブ ¥ezclct フォルダにインストールされます。） 


NEC 


ぶ] 


EXPRESSBUILDER 


Menu items 


〇 ドキュメントを読む 
0 Windows をセットアップする 
こ） ドライバディスク { Windows 向け } を作成する 
G ドライバディスク （ Linux 向け）を作成する 

つ*し，••一こ； 







• アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインし 
て < ださい。 

• インストール先ドライブの空き容量び「2.日 GB 」 m 上必要です。 
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使用方法 


本ユーティリティのインス I -- ルフォルダ配下の ¥ stdclct ¥ collect . exe を実行してください。 
stdcict フォルダ配下口 og フォルダが作成され、本装置のを種情報が圧縮ファイル ( zip 形式)で 
格納されます。 

アンインス I -ール 

• Server Corelil 外の場合 

コント□—ルパネルから「プ□グラムの追力□と削除」一 「Product Info Collection 
Utility ( Vx . x . x )」 を選んでください。 W 降はダイア□グボックス中のメッセージじ従って 
アンインストールしてください。 

• Server Core の場合 

コマンドプ□ンプトにて下のコマンドを実行してください。 

Wmic product where name 二り Product Info Collection Utility " call uninstall 
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情報提供ツール riMEC か S のお知 S せ J 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情報 
を提供するツールです。 



本ツールは、じ TF のエディシヨンにがしてのみインストールされます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ必外のファミリやエディションでは、インストールされません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデル(こよっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストールさ 
れている場合があります。 

シームレスセットアップを使ったセットアップ 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、添付の忙 XPRE % BUILDER 」 DVD じ収められてい 
る自動インス!-ールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス!'''ールできます。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動で情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインス I ルする場合は、 rEXPRE % BUILDER 」 
DVD 内に格納されている対応するを OS の r インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「システムのアップデート」を適用してください。 


情報提供ツール 「 NEC か5のお知5せ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインス!-ールする場合は、次の手順じしたがって 
ください。 


irO 本ツールをアンインストールする場合は、本ツールをインストールしたアカウ 
Ito ントで行なってください。 

本ツールをインストールしたアカウントはお客様の環境により必下のとおり 
となります。 

• 「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購 
入された環境、または再セットアップ時に EXPRESSBUILDER の 
「シームレスセットアップ」を使用した環境の場合 

- Administrator アカウント 

• 再セットアップ時にインストールサプリメントガイドを参照し「マニュ 
アルセットアップ」を使用した環境の場合 

—「システムのアップデート」を実行した管理ち権限を持つアカウン 
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< Windows Server 2008 / Windows Server 2008 R 2 の場合 > 


1 . [プ□グラムと機能]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネル]をポイントし、[プ□グラムと機制をク 
リ、ソクする。 

くクラシックスタートメ ニューモー ドの手順> 

スタートメ ニュー から[設定]をポイントし、 [コント □-ルパネル]からヴ□グラム 
と機能]をクリックする。 

2. [プ□グラムのアンインス!-ールまたは変到一覧から情報提供ツール [ NEC からの 
お知らせ]をダブルクリックする。 



ブ□クラムのアンインストールまた任ず史 

操 プ□ヴラムをアシイシストルするには、一提からブ□ヴラムを遥巧して巧:/イシストール]、段:ぞ]、または[悔溫を如、》ルミ 


Windows Marketplace で巧しいプ 
□ヴラムを断导 

m Windows の视能のちか化または 
< 無細ヒ 


監理 ▼ 撞ま示 ▼ :，アシインストル；，を更修ほ 
-おお* 吐 発行元 



アンインス I '''ールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、 [0 K ] をクリックしてくださ 




3. [プ□グラムと機能]画面の[プ□グラムのアンインス!-ールまたは変更]一覧か 
ら、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、シ 
ステムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

4. [Internet Explorer ] 上にてく Alt > キーを押してツールバーを表示し、[お気に入 
り]から[お気に入りの整理]を選択する。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

己.項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイトー覧が表示されます。 
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目. [ NEC からのお知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除」の磕認ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

t (上で、情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」のアンインス!-ールは完了です。 

< Windows Server 2003の場合> 

1 . [プ□グラムの追加と削除]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネル]をポイントし、[プ□グラムの追力□と削 
除]をクリックする。 

く クラシックスタートメ ニューモー ドの手順> 

スタートメ ニュー から[設定]をポイントし、 [コント □-ルパネル]からヴ□グラム 
の追力□と削除]をクリックする。 

2. [現在インス!-ールされているプ□グラム]一覧から情報提供ツール [ NEC からのお 
知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 



3. 次のメッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 



アンインス I -ールが開始されます。 
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次のメッセージが表示される場合がありますが、[無視]をクリックしてくだ 
さい。 



4. [プ□グラムの追加と削除]画面の[現在インス!-ールされているプ□グラム]一 
覧 から、 情報 提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを 確認 後、 
システムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

己.[エクスプ □- ラ]上にてツールメニューの[お気に入り]から[お気に入りの整理を 
クリックする。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

目.項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイトー覧が表示されます。 

7. [ NEC からのお知らせ]を選択して、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除の磕認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

W 上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


管理用 PC 上で ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「を使用すると、リモートで本装置を管理•監視、モ 
ジュール管理、 RAID システムの管理•監視を行うことができます。この機能を使用するため 
には、各種本体用バンドルソフトウェアを本装置にインス!-ールする必要があります。管理 
用 PC への ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「のインストール方まや設定の詳細についてはオンライン 
ド羊ュメント、または ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内 
のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 






